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 プロジェクトの実施概要 

① プロジェクトの目的と期待される効果

本事業の対象となる阿見町では、1999年に

536人だった町内の在留外国人数は、2009年

には778人となり、2020年には1,025人とな

った。この20年間で約2倍も町内に住む在留

外国人数は増えており、新型コロナウィルス

感染症が拡大し、日本への入国が難しくなっ

たなかでも、その数は減ることはなかった。 

過去2年間、本プロジェクトの助成を受け、

自治体と大学、地域住民が一体となって地域

の国際化を進めることができるようになって

きた。しかしながら、昨年度実施したアンケ

ート調査からは、阿見町国際交流協会の一般

会員たちがさまざまな活動のアイディアを持

ち、当事者意識を持って協会の活動に参加し

ようとしていることが明らかになる一方で、

会員自身の高齢化からイベントを運営するに

しても、若い在留外国人の興味や関心に合う

ようなイベントが企画できなかったり、SNS

を活用した広報に取り組めなかったり、イベ

ント当日のマンパワーが不足したりしている

ことが明らかになった。そこで、最終年度で

ある令和4年度は、令和2年度に実施した円

卓会議及び令和3年度に実施したアンケート

調査の結果を参考にしながら、町内の地域住

民と在留外国人が交流できるイベントを阿見

町国際交流協会の会員と茨城大学の学生が協

力して企画・運営をすることにした。具体的

には、在留外国人と日本人が一緒に日本語で

活動をするイベントを実施することで、在留

外国人を含む阿見町の地域住民が日本語でコ

ミュニケーションを取りながら交流を深める

とともに、若い人たちの力を得ながら、町民

たちが当事者意識を持って地域の国際化に参

画できるようになることを目指した。 

②連携の方法及び具体的な活動計画 

 令和3年度に阿見町国際交流協会の会員を

対象に行ったアンケート調査で、阿見町国際

交流協会の新たな活動を検討するワーキング

ループへの参加を表明してくれた会員とワー

キンググループを令和4年に立ち上げた。ワ

ーキンググループのメンバーが中心になり、

新たな活動案について検討を始め、令和4年

12月に茨城大学の学生と共にイベントを開

催することにした。 
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 プロジェクトの実施成果 

① 活動実績

ワーキンググループのミーティングを計6

回、茨城大学の学生のみのミーティングを計

2回行い、地域住民と在留外国人が交流する

イベントを12月に実施した。以下に、各活動

の詳細を記す。 

第1回ワーキンググループ ミーティング 

令和4年4月22日（金）19:00～20:30 

場所 阿見町役場3階301会議室 

参加者： 

阿見町国際交流協会会員 6名 

阿見町役場職員 3名 

茨城大学教員 2名 

議題 

・ 令和3年度に実施したアンケート結果の共有

・ 阿見町国際交流協会の新たな活動の検討

第1回目のミーティングでは、まず令和3年

度地域研究・地域連携プロジェクトの支援を

受けて実施したアンケート調査の結果を報告

した。そして、アンケートの結果を受けて、

ミーティング参加者で阿見町国際交流協会が

抱える課題について話し合った。結果、特に

協会の会員が高齢化していることから、以下

の課題が浮かび上がった。 

1. 若い在留外国人の興味や関心に合うよ

うなイベントが企画できない

2. SNSを活用した広報に取り組めない

そこで、茨城大学の学生と協力して町内の地

域住民と在留外国人が交流できる新たなイベ

ントを企画・運営することを目指して、令和

4年度地域研究・地域連携プロジェクトに申

請することにした。 

 7月に採択結果が通知され、7月末より本活

動への参加を希望する茨城大学の学生を募集

した。結果、10名の学生が申し込んだ。 

図1 広報チラシ 

第2回ワーキンググループ ミーティング 

令和4年8月22日（金）19:00～20:30 

場所 阿見町役場3階301会議室+ZOOM（オンライン） 

参加者： 

阿見町国際交流協会会員 5名 

阿見町役場職員 2名 

茨城大学学生 8名 

茨城大学教員 1名 

議題 

・ 今後の活動について

当初は、12月に実施するイベントに加え、町

の健康・福祉・環境・産業・交通・防犯等お

よび社会福祉協議会・シルバー人材センター

の事業を広報する「さわやかフェア（10月 23

日予定）」での阿見町国際交流協会の出展をサ

ポートする計画もあった。第2回のミーティ

ングでは、さわやかフェア当日に以下の3つ

の活動に取り組むことで合意した。 

1. 町内の在留外国人及び茨城大学の留学
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生に協力を得て、切り絵などの文化ワー

クショップを行う 

2. 文化ワークショップが難しい在留外国

人及び留学生は、お国自慢のようなスピ

ーチ、簡単な出身国の言語講座（例 ベ

トナム語の挨拶など）を準備する

3. 在留外国人に向けた折紙ワークショッ

プなどの文化的な活動の実施―阿見町

国際交流協会の日本語教室の学習者に

も参加するよう促す

加えて、在留外国人及び留学生の各国・各地

域を紹介する掲示物を作成することも検討し

た。しかしながら、新型コロナウィルスの感

染拡大により、さわやかフェアの開催は中止

となり、上記の活動は行わなかった。 

 ミーティングでは、さわやかフェアでの活

動についての話し合いに多くの時間に割かれ、

12月のイベントについては、12月に「地域住

民と在留外国人が交流できるイベント」を行

う旨を説明し、どんな活動をするかブレイン

ストームするにとどまった。大まかな方向性

としては、親子が参加できるイベントとし、

巻きずしづくり、餅つき、そばうち、おいし

いそばの食べ方紹介、おせち料理づくり、ス

ポーツイベント等のアイディアが共有された。

時間が限られていた関係から、9月上旬に茨

城大学の参加学生のみで集まって活動につい

て検討し、次回のミーティングで活動案を提

案することになった。 

茨城大学の学生のみのミーティング 

令和4年9月12日（月）10:00～11:30 

場所 Teams（オンライン） 

参加者： 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 2名 

ランダムに分かれた4つのグループで、12月

に実施するイベントについて検討した。グル

ープ4が活動の全体についてデザインし、そ

の他の3つのグループ（グループ1、グルー

プ2、グループ3）は子どもを対象とした活動

の詳細を考えることになった。 

第3回ワーキンググループ ミーティング 

令和4年9月21日（水）19:00～21:00 

場所 阿見町役場3階305会議室+ZOOM（オンライン） 

参加者： 

阿見町国際交流協会会員 5名 

阿見町役場職員 3名 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 2名 

議題 

・ 12月イベントの提案

図2 ミーティングの様子 

グル―プ4の学生が以下のような活動の概要

を伝えた。 

イベントの目的： 

・ 地域住民との交流を深め、コネクションをつくる

・ 日本文化に触れる

参加対象 

・ 小学生とその親（在留外国人だけではなく、日本

人も含む）

そして、各グループはそれぞれの活動のアイ

ディアを共有した。 

グル―プ１―巻きずしづくり 

グル―プ２―凧づくり、コマづくり 

グル―プ３―絵馬づくり、ヨーヨー釣り 

第4回ワーキンググループ ミーティング 
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令和4年11月1日（火）19:00～20:30 

於 阿見町役場3階305会議室+ZOOM（オンライン） 

参加者： 

阿見町国際交流協会会員 5名 

阿見町役場職員 3名 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 1名 

議題 

・ 参加者募集チラシの確認

・ 12月イベントの詳細について

第4回目のミーティングでは、まず、本プロ

ジェクト参加学生が作成した参加者募集のチ

ラシの確認を行った。 

図3 学生が作成したイベント告知チラシ 

チラシは日本語と英語の両言語で作成し、阿

見町教育委員会の協力のもと、阿見町内の小

学校に配布した。 

第4回目のミーティングでは、各活動の詳

細及び予算で購入する物品を確定した。 

第5回ワーキンググループ ミーティング 

令和4年11月29日（火）19:00～20:30 

場所 阿見町役場3階305会議室+ZOOM（オンライン） 

参加者： 

阿見町国際交流協会会員 5名 

阿見町役場職員 3名 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 1名 

議題 

・ イベントの最終確認

12月4日に実施するイベントの最終確認を行

った。 

地域住民と在留外国人が交流できるイベント 

令和4年12月4日（日）10:00～12:30 

場所 阿見町中央公民館 

参加者： 

保護者 5名 

児童 9名 

阿見町国際交流協会会員 9名 

阿見町役場職員 3名 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 1名 

12 月 4日のイベントは以下の流れで行った。 

10:00 趣旨説明 

10:10 子どもたちは以下の3つのグループに分か

れて活動を行った。25分でローテートして、

計3つの活動に参加した。 

グル―プ１ 巻きずしづくり 
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グル―プ２ 凧づくり、コマづくり 

グル―プ3 絵馬づくり、ヨーヨー釣り 

子どもたちが各活動に参加している間、保護

者たちは交流会に参加し、日本での生活で困

っていることや悩んでいることについて話

し合った。 

保護者交流会 

12:00 活動で作成した凧を持って外に出て、一緒に

凧揚げをした。 

参加した在留外国人の子ども達とその親、日

本人の子ども達とその親が楽しみながら交流

をしている姿が印象的だった。本活動に参加

した子どもたちからは、「楽しかった」「また

参加したい」といった声が多々聞かれた。特

に今回は来日間もない児童も参加しており、

日本での生活に不慣れななか、同じ境遇の仲

間たちと活動を通して仲を深めている姿も垣

間見られた。 

 本活動に参加した茨城大学の学生を対象に

行ったアンケートからは、「役場の方や交流協

会の方との会議を通して、自分では思いつか

なかったところに企画の改善点があり視野が

少し広くなった」、「活動にやりがいを感じる

ことができた」など肯定的な声が聞かれた。 

茨城大学の学生のみのミーティング 

令和4年12月12日（月）20:00～21:30 

場所 Teams（オンライン） 

参加者： 

茨城大学学生 10名 

茨城大学教員 2名 

ミーティングでは、活動全体のふりかえりを

行った。 

② プロジェクトの達成状況

本プロジェクトは、これで3年目となり、

地域研究・地域連携プロジェクトに申請する

のはこれが最後となる。初年度（令和2年度）

に、阿見町役場の関係各所の担当者と実施し

た円卓会議では、自助・共助・公助の重要性

が明らかになった。 

自助 

在留外国人も日本語を学ぶなどして、コミュニティ

に適応していく必要がある。 

共助 

在留外国人を受け入れる側の日本人も在留外国人を

サポートすることで在留外国人をコミュニティに受

け入れていく必要がある。 

公助 

在留外国人及び日本人を行政がサポートをしていく

ことで、よりよい形で町内の在留外国人を支援して

いくことができるようになる。 
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しかしながら、１）町では外国人を受け入れ

ている企業、農家、病院などの情報を十分に

把握しきれておらず、そこで働く在留外国人

が自助のためにどのような日本語学習の場を

求めているかを十分に把握できていない点、

２）町民と在留外国人が交流できる場がなく、

共助のために在留外国人をコミュニティに受

け入れていく土壌ができていない点、３）役

場の窓口における在留外国人に対する対応に

役場職員が困難を感じており、十分に公助が

発揮されていない点が課題として浮き彫りに

なった。そこで、本プロジェクトの2年目で

ある令和3年度に、以下の活動を実施するこ

ととした。 

１） 町内の企業、農家、学校へのアンケート

調査を行い、外国人受け入れの現状と困

難を明らかにし、どのような支援が必要

なのかを把握する。

２） 町内の地域住民と在留外国人が交流で

きるイベントを開催し、互いに理解が深

められるようになることを目指す。

３） 阿見町役場職員等に向けた「やさしい日

本語」に関するワークショップの開催を

通して、多くの職員が悩みを抱えている

在留外国人に対する窓口対応時のコミュ

ニケーションの方法を指導する。

だが、令和3年度はコロナ禍であったことに

加え、研究プロジェクトの大学側の事業責任

者である瀬尾が後学期に育児のための短時間

勤務を取得したため、プロジェクトに費やせ

る時間が限られてしまい、町内の地域住民と

在留外国人が交流できるイベントと阿見町役

場職員等に向けた「やさしい日本語」に関す

るワークショップを開催することはできなか

った。そのような状況ではあったものの、最

終年度である令和4年度に、茨城大学の学生

と阿見町国際交流協会の会員が協力して、地

域住民と在留外国人が交流できるイベントを

開催することができた。役場の職員を対象と

した「やさしい日本語」に関するワークショ

ップはいまだ開催できてはいないが、令和4

年度は阿見町内の一般市民を対象とした「ボ

ランティア日本語講師養成講座」（令和5年1

月～2月、合計8時間、受講者16名）を開講

し、在留外国人との具体的な接し方を教示し、

一般市民に対しては「やさしい日本語」を紹

介することができた。 

③ 今後の計画と課題

交流イベントを開催することはできたもの

の、参加する在留外国人及び日本人の数は極

めて少なかった。今後は、阿見町国際交流協

会が抱えるもう一つの課題であったSNSを活

用した広報の取り組みについて、茨城大学の

学生の協力も得ながら、さらに取り組んでい

きたい。また、阿見町内の在留外国人に対す

る支援がさらに行き届くよう、いまだ実施が

できていない役場の職員を対象とした「やさ

しい日本語」に関するワークショップを実現

したい。そして、令和4年度はコロナ禍の影

響で開催されなかったさわやかフェアに参加

し、茨城大学の学生の協力を得ながら、阿見

町内の地域住民と在留外国人が交流できる場

を今後も創出していきたいと考えている。 
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